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(57)【要約】
【課題】停電などによって室外機への電源の供給が途絶
えた後、電源が復旧したときに、冷媒を溜めるレシーバ
の圧力が高くならないようにして、空気調和気の信頼性
を高める。
【解決手段】室内機１０から室外機１１への電源の供給
をオンオフする電源スイッチ３２が設けられる。室外機
１１に、冷媒を溜めるレシーバ５が設けられ、レシーバ
に５おける冷媒の圧力を調整するための流量調整装置６
，７が設けられる。電源スイッチ３２が動作すると、室
内機１０から室外機１１に電源が供給される。電源の供
給が途絶えた後、電源が復旧すると、室内機１０は、電
源スイッチ３２を動作させて、室外機１１への通電を開
始する。通電開始時に、室外機１１は、流量調整装置６
，７を開くイニシャライズを行う。レシーバ５に溜まっ
た冷媒が排出可能となる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外部から電源が供給される室内機と、室内機から電源を供給され、電動部品を備えた室外
機とからなる空気調和機であって、室内機から室外機への電源の供給をオンオフする電源
スイッチが設けられ、前記室内機は、外部からの電源が途絶えた状態から外部から電源が
供給される状態になると、前記室外機の電動部品が動作するように電源スイッチを動作さ
せて室外機への通電を開始し、前記室外機は、前記電動部品のイニシャライズを行うこと
を特徴とする空気調和機。
【請求項２】
圧縮機、凝縮器、絞り装置、蒸発器を配管により接続して冷媒回路が形成され、前記絞り
装置は、前記室外機に配置されて、前記室内機より供給された電源により動作する膨張弁
であることを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
前記イニシャライズは、前記絞り装置を開く動作を含むことを特徴とする請求項１または
２に記載の空気調和機。
【請求項４】
前記室内機は、前記室外機への通電を開始して前記室外機が前記電動部品のイニシャライ
ズを終了した後、前記電源スイッチを動作させて室外機への通電を終了することを特徴と
する請求項１～３のいずれかに記載の空気調和機。
【請求項５】
外部から電源が供給される室内機と、室内機から電源を供給され、電動部品を備えた室外
機とからなる空気調和機であって、室内機から室外機への電源の供給をオンオフする電源
スイッチが設けられ、前記室内機は、外部からの電源が途絶えた状態から外部から電源が
供給される状態になると、前記室外機の電動部品が動作するように電源スイッチを動作さ
せて室外機への通電を開始し、前記電動部品の動作を終了すると、運転待機状態となるこ
とを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内機から室外機に電源を供給する空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セパレート型の空気調和機は、室内機と室外機を備えている。通常、室内機にプラグが
設けられている。このプラグをコンセントに差し込むことにより、商用電源に室内機が接
続され、室内機に電源が供給される。室内機と室外機とは、電源線および通信線によって
接続される。電源線を通じて電源が室内機から室外機に供給され、室内機と室外機とは双
方向に通信可能とされる。
【０００３】
　ここで、空気調和機において、圧縮機、凝縮器、絞り装置、蒸発器が配管により接続さ
れ、冷媒回路が形成される。特許文献１に記載のように、冷媒回路における冷媒量を調整
するために、冷媒を溜めるレシーバが冷媒回路に設けられる。レシーバの入口が冷媒流制
御装置を介して冷媒回路に接続され、レシーバの出口が冷媒流制御装置を介して冷媒回路
に接続される。各冷媒流制御装置は、室内機から供給された電源によって作動する。入口
側の冷媒流制御装置が開き、出口側の冷媒流制御装置が閉じることにより、レシーバに冷
媒が溜まり、冷媒回路を流れる冷媒が減る。入口側の冷媒流制御装置が閉じ、出口側の冷
媒流制御装置が開くことにより、レシーバから冷媒が排出され、冷媒回路を流れる冷媒が
増える。
【０００４】
　空気調和機が運転を開始するときに、室外機に電源が供給される。このとき、特許文献
２に記載のように、室外機に設けられた制御装置が、イニシャライズの有無を判断し、必
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要に応じて絞り装置のイニシャライズが行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２０１１－５２１１９４号公報
【特許文献２】特開２００７－２９２４１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　空気調和機が冷房運転や暖房運転などの空調運転中に、停電等により商用電源から室内
機への電源の供給が途絶えるときがある。停電の復旧などにより、室内機への電源の供給
が再開すると、室内機は、リモコンなどからの空調運転の指示を待つ待機状態となる。待
機状態では、室内機から室外機に電源が供給されない。
【０００７】
　レシーバに冷媒が溜まっているときに、冷媒流制御装置が閉じられる制御が行われると
、レシーバ内の冷媒は出入りしない。このような状態で停電等により電源の供給が途絶え
た場合、冷媒流制御装置は動作不能となる。気温が上昇すると、室外機にあるレシーバが
高温となり、レシーバ内の冷媒が蒸発する。特に、レシーバに冷媒が一杯溜まっている場
合、レシーバの圧力が上昇して、冷媒流制御装置に過負荷がかかって故障したり、レシー
バから冷媒回路の外に冷媒が漏れるおそれがあり、空気調和機の信頼性が悪くなる。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑み、空調運転中に、電源の供給が途絶えた場合であっても、電源が
復旧したときには、信頼性を高めることができる空気調和機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の空気調和機は、外部から電源が供給される室内機と、室内機から電源を供給さ
れ、電動部品を備えた室外機とからなる。室内機から室外機への電源の供給をオンオフす
る電源スイッチが設けられ、室内機は、外部からの電源が途絶えた状態から外部から電源
が供給される状態になると、室外機の電動部品が動作するように電源スイッチを動作させ
て、室外機への通電を開始する。
【００１０】
　例えば、空調運転中に電源の供給が途絶えて、空気調和機が異常停止した場合であって
も、電源が復旧すると、電源スイッチが動作して、室外機に通電が開始されるので、室外
機の電動部品が動作可能となる。異常停止した電動部品が動作することにより、電動部品
は正常な状態になり、空気調和機の信頼性が高められる。例えば、通電開始時に、室外機
は、レシーバに溜められた冷媒の圧力を調整するための電動部品のイニシャライズを行う
。この電動部品を動作させることにより、レシーバに溜められた冷媒の圧力を下げること
ができる。レシーバ内において高圧になった冷媒による弊害を防げる。
【００１１】
　また、室外機における電動部品のイニシャライズが終了すると、室内機は、室外機への
電源の供給を停止するようにしてもよい。室外機のイニシャライズが終わることで信頼性
を確保できれば、運転待機中には室外機の電動部品を動作させなくてもよい。そこで、電
動部品のイニシャライズの終了後には、室外機に電源が供給されない。
【００１２】
　空気調和機では、圧縮機、凝縮器、絞り装置、蒸発器を配管により接続して冷媒回路が
形成される。冷媒回路にレシーバが設けられ、レシーバは、電動部品である高圧側流量調
整装置および低圧側流量調整装置を介して冷媒回路に接続される。レシーバは室外機に配
置され、各流量調整装置は、供給された電源により動作する。通電開始時に室外機は、各
流量調整装置を開くイニシャライズを行うようにしてもよい。
【００１３】
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　レシーバは、冷媒を溜める。流量調整装置がレシーバに溜まる冷媒量を調整する。レシ
ーバに冷媒が溜まることにより、レシーバの圧力が高くなる。ここで、電源が途絶えて、
流量調整装置が閉じたまま停止した場合、レシーバの冷媒が蒸発すると、圧力が上昇して
、レシーバが漏れ出すおそれがある。電源が復旧して、室外機に通電が開始されると、流
量調整装置を開くことにより、レシーバの冷媒を排出することができ、レシーバの圧力が
下がる。
【００１４】
　室外機は、先に低圧側流量調整装置を開き、続いて高圧側流量調整装置を開くようにし
てもよい。レシーバの冷媒は低圧側流量調整装置を通じて冷媒回路に排出される。先に低
圧側流量調整装置を開くことにより、迅速に冷媒を排出できる。
【００１５】
　室外機に通電が開始されたとき、室外機は、流量調整装置に対するイニシャライズの要
否を判断し、イニシャライズが必要な場合に流量調整装置のイニシャライズを行うように
してもよい。室外機への電源の供給が停止した原因、冷媒の圧力上昇の可能性などによっ
て、流量調整装置のイニシャライズを行う必要がない場合がある。そこで、通電が開始さ
れると、室外機の電動部品が動作可能となるので、室外機は、イニシャライズの要否を判
断するための判断情報を収集して、イニシャライズを行うか否かを決める。イニシャライ
ズが不要な場合、流量調整装置のイニシャライズは行われない。
【００１６】
　室外機に通電が開始されたとき、室外機は、異常停止か否かを判断して、流量調整装置
に対するイニシャライズの要否を決め、異常停止の場合、流量調整装置のイニシャライズ
を行うようにしてもよい。停電などによって電源の供給が途絶えたとき、流量調整装置な
どの電動部品は異常停止する。運転停止の指示によって電源の供給が途絶えるとき、流量
調整装置などの電動部品は正常停止する。この場合、流量調整装置のイニシャライズは必
要ない。このように、異常停止あるいは正常停止は判断情報の１つとなる。
【００１７】
　レシーバの圧力を検出する圧力センサが設けられ、圧力センサは、通電開始時に動作し
てレシーバの圧力を検出し、室外機は、レシーバの圧力を判断情報として、流量調整装置
のイニシャライズの要否を判断する。室外機は、検出されたレシーバの圧力が所定値より
高いとき、流量調整装置のイニシャライズを行い、レシーバの圧力が所定値より低いとき
、流量調整装置のイニシャライズを行わないようにしてもよい。レシーバの圧力が高いと
き、レシーバ内に溜まっている液冷媒が液膨張したり、蒸発してガス冷媒になると、さら
に圧力が高くなり、流量調整装置に過負荷がかかって故障したり、冷媒が漏れ出す可能性
が増す。
【００１８】
　外気温を検出する外気温センサが設けられ、外気温センサは、通電開始時に動作して外
気温を検出し、室外機は、外気温を判断情報として、流量調整装置のイニシャライズの要
否を判断する。室外機は、検出された外気温が所定値より高いとき、流量調整装置のイニ
シャライズを行い、外気温が所定値より低いとき、流量調整装置のイニシャライズを行わ
ないようにしてもよい。外気温が高くなると、レシーバ内の冷媒が蒸発して、レシーバの
圧力が高くなる。外気温が低いと、冷媒は蒸発しにくく、レシーバの圧力は上昇しない。
【００１９】
　外部からの電源が途絶えた状態から外部から電源が供給される状態になると、室内機は
、異常停止か否かを判断する。異常停止の場合、室内機は、電源スイッチを動作させて室
外機への通電を開始する。室外機は、電動部品を動作させる。流量調整装置などのイニシ
ャライズが行われる。正常停止の場合、室内機は、電源スイッチを動作させずに待機状態
となる。室外機には通電がされない。これにより、必要な場合のみ室外機に通電すること
となり、外部からの電源が途絶えた状態から外部から電源が供給される状態になったとき
に、常に室外機に通電する場合に比べて、省エネとなる。
【発明の効果】
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【００２０】
　本発明によると、外部からの電源の供給が途絶えた状態から外部から電源が供給される
状態になると、室内機が室外機に通電を開始することにより、室外機の電動部品が動作可
能となる。停電などによって空気調和機が異常停止した場合であっても、電源復旧時に室
外機に通電することにより、室外機の電動部品を動作させることができる。これにより、
例えばレシーバに閉じ込められている液冷媒が液膨張したり、ガス冷媒となって、レシー
バ内が高圧になることを防ぎ、空気調和機の信頼性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の空気調和機の冷媒回路を示す図
【図２】冷房運転時の冷凍サイクルを示す図
【図３】暖房運転時の冷凍サイクルを示す図
【図４】室内機および室外機の概略電気回路図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本実施形態の空気調和機は、図１に示すように、圧縮機１、凝縮器２、膨張弁３、蒸発
器４を配管で接続した冷媒回路を備えている。冷媒の流れ方向に沿って、上流側から順に
圧縮機１、凝縮器２、膨張弁３、蒸発器４が配置される。
【００２３】
　冷媒回路を流れる冷媒の流量を調整するために、冷媒回路に、冷媒を溜めるレシーバ５
が設けられる。レシーバ５は、流量調整装置６，７を介して冷媒回路に接続される。レシ
ーバ５は、膨張弁３とは並列に配置される。膨張弁３の上流側の配管から分岐した連結管
がレシーバ５の入口に接続され、膨張弁３の下流側の配管から分岐した連結管がレシーバ
５の出口に接続される。上流側の連結管は、凝縮器２と膨張弁３との間に接続され、下流
側の連結管は、膨張弁３と蒸発器４との間に接続される。上流側の連結管に、高圧側流量
調整装置６が介装され、下流側の連結管に、低圧側流量調整装置７が介装される。
【００２４】
　膨張弁３は、冷媒の流量または圧力を調整する絞り装置である。絞り装置として、複数
のキャピラリチューブを並べて、流路を切り替えるものであってもよい。また、流量調整
装置６，７は、冷媒回路の配管とレシーバ５とを連通する、あるいは配管からレシーバ５
を遮断するように、開閉することによって分岐管における冷媒の流れを制御する。すなわ
ち、流量調整装置６，７は、レシーバ５内の冷媒の圧力を調整するものであり、膨張弁、
流量調整弁、ストップ弁などを用いる。
【００２５】
　本空気調和機は、室内機１０と室外機１１とからなるセパレートタイプである。空気調
和機は、冷房運転、暖房運転などの空調運転を行う。図２，３に示すように、冷媒回路に
四方弁１２が設けられる。室内機１０に、室内熱交換器１３が配され、室外機１１に、圧
縮機１、四方弁１２、室外熱交換器１４、膨張弁３およびレシーバ５が配される。各熱交
換器１３，１４に対して、それぞれ送風機が設けられる。なお、図中、１５は冷媒の充填
時などに使用する二方弁、１６は同じく三方弁、１７はバイパス配管用の二方弁である。
また、レシーバ５と室外熱交換器１４との間に、第１流量調整装置１８が介装され、レシ
ーバ５と室内熱交換器１３との間に、第２流量調整装置１９が介装される。
【００２６】
　圧縮機１から吐出された冷媒が、空調運転に応じて四方弁１２により流れ方向を切り替
えられ、冷媒が凝縮器２、膨張弁３、蒸発器４を経て圧縮機１に戻る。このように冷媒が
冷媒回路を循環する冷凍サイクルが形成される。図２に示すように、冷房運転あるいは除
霜運転のとき、室内熱交換器１３が蒸発器となり、室外熱交換器１４が凝縮器となる。第
１流量調整装置１８が高圧側流量調整装置となり、第２流量調整装置１９が低圧側流量調
整装置となる。図３に示すように、暖房運転のとき、室内熱交換器１３が凝縮器となり、
室外熱交換器１４が蒸発器となる。第２流量調整装置１９が高圧側流量調整装置となり、
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第１流量調整装置１８が低圧側流量調整装置となる。
【００２７】
　空気調和機は、冷凍サイクルを制御して、空調運転を制御する制御装置を備えている。
図４に示すように、制御装置は、室内機１０に設けられたメイン制御部２０と、室外機１
１に設けられたサブ制御部２１とからなる。メイン制御部２０およびサブ制御部２１はマ
イコンからなり、メイン制御部２０とサブ制御部２１とは、通信線２２を介して通信可能
に接続される。
【００２８】
　また、室内機１０には、室内熱交換器１３の温度を検出する温度センサ、室温センサ、
湿度センサなどの室内側センサ２３が設けられる。室外機１１には、圧縮機１から吐出さ
れた冷媒の吐出温度を検出する温度センサ、室外熱交換器１４の温度を検出する温度セン
サ、外気温センサなどの室外側センサ２４が設けられる。制御装置は、所望の空調運転に
応じて、各センサ２３，２４からの出力に基づき圧縮機１、送風機、膨張弁３、流量調整
装置６，７の動作を制御して、冷凍サイクルを制御する。
【００２９】
　図４に示すように、空気調和機は、商用電源２５から電源を供給される。室内機１０に
設けられたプラグが商用電源２５に接続されたコンセントに差し込まれると、商用電源２
５から室内機１０に電源が供給される。室内機１０と室外機１１とが電源線２６により接
続され、室内機１０から室外機１１に通電することにより、室外機１１に電源が供給され
る。供給された電源により、室内機１０および室外機１１に設けられた電動部品が動作す
る。
【００３０】
　室内機１０には、商用電源２５からの交流電源を直流電源に変換する電源回路２７が設
けられる。電源回路２７は、直流電源を送風機のファンモータ、ルーバの駆動モータとい
った電動部品２８に供給する。さらに、所定電圧の直流電源をメイン制御部２０、室内側
センサ２３などに供給する。
【００３１】
　室外機１１にも、電源回路２９が設けられる。電源回路２９は、直流電源をインバータ
回路３０を通じて圧縮機１に供給するとともに、直流電源を送風機の駆動モータなどの電
動部品３１に供給する。さらに、所定電圧の直流電源をサブ制御部２１、室外側センサ２
４、四方弁１２、膨張弁３、流量調整装置６，７などに供給する。
【００３２】
　上記のように、圧縮機１、送風機、制御部２０，２１、各センサ２３，２４、四方弁１
２、膨張弁３、流量調整装置６，７などが、供給された電源によって動作する電動部品と
される。
【００３３】
　ところで、室外機１１には電源が常時供給されていない。必要に応じて電源が室外機１
１に供給される。そのため、室内機１０に、室外機１１への電源の供給をオンオフする電
源スイッチ３２が設けられる。電源スイッチ３２は、電源線２６に配置された常開のリレ
ーとされ、メイン制御部２０からの駆動信号により動作する。電源スイッチ３２が動作す
る、すなわちオンすることにより、電源線２６が接続され、室外機１１への電源の供給が
オンされる。電源スイッチ３２が動作しない、すなわちオフすることにより、電源線２６
が開放され、室外機１１への電源の供給がオフされる。なお、電源スイッチ３２として、
リレーの代わりに、ＳＳＲなどの半導体スイッチを用いてもよい。
【００３４】
　室内機１０に電源が供給されると、メイン制御部２０は起動する。このとき、メイン制
御部２０は、電源スイッチ３２をオフのままにする。リモコンから運転信号を受信したと
き、あるいはタイマ予約による予約時間になったときなどの運転開始時に、メイン制御部
２０は、送風機などの電動部品の動作を制御する。同時にメイン制御部２０は、電源スイ
ッチ３２をオンする。すると、室外機１１に電源が供給され、サブ制御部２１が起動して
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、メイン制御部２０と通信を行う。サブ制御部２１は、メイン制御部２０からの指示に応
じて、圧縮機１、送風機、膨張弁３、流量調整装置６，７などの電動部品の動作を制御す
る。
【００３５】
　リモコンからの運転停止信号を受信したとき、あるいはタイマ予約による運転停止予約
時間になったときなどにより、空調運転が終了すると、メイン制御部２０は、サブ制御部
２１に停止信号を送信する。サブ制御部２１は、圧縮機１などの電動部品に対して終了動
作するように制御を行う。メイン制御部２０は、サブ制御部２１から終了動作が完了した
通知を受けると、電源スイッチ３２をオフする。したがって、運転待機中、電源スイッチ
３２はオフに保持され、室外機１１には電源が供給されない。室内機１０には電源が供給
され、メイン制御部２０は、運転開始の入力を待ち受ける。
【００３６】
　冷房運転や暖房運転などの空調運転中、制御装置は、室温が設定温度になるように冷凍
サイクルを制御する。このとき、制御装置は、空調運転に応じて冷媒回路を循環する冷媒
量が最適になるように調整する。冷媒回路に充填された冷媒の一部は、レシーバ５に溜め
られ、残りの冷媒が冷媒回路を循環する。循環する冷媒量のうち、ＣＯＰが最大となると
きの冷媒量が最適冷媒量される。最適冷媒量は、冷房運転あるいは暖房運転によって異な
り、さらに圧縮機１の回転数、外気温によっても異なる。
【００３７】
　空調運転を開始するとき、メイン制御部２０は、設定温度と室温とに基づいて圧縮機１
の目標回転数を設定し、目標回転数に応じて膨張弁３の開度を決める。メイン制御部２０
は、サブ制御部２１に、決められた運転条件を送信し、サブ制御部２１は、運転条件にし
たがって運転を開始する。
【００３８】
　メイン制御部２０は、サブ制御部２１を通じて吐出温度を監視し、吐出温度が安定した
とき、圧縮機１の回転数が安定したと判断し、最適冷媒量となるように冷媒量調整制御を
行う。冷媒量調整制御では、空調運転の種類（冷房運転、暖房運転）および吐出温度に基
づいて、高圧側および低圧側流量調整装置６，７の開度が設定される。サブ制御部２１は
、メイン制御部２０からの指示にしたがって、各流量調整装置６，７を設定された開度に
する。
【００３９】
　一般的に、室外熱交換器１４の容量は室内熱交換器１３の容量よりも大である。そのた
め、冷房運転時には、より多くの冷媒が必要となる。したがって、冷房運転時の最適冷媒
量は暖房運転時の最適冷媒量よりも多くなる。そこで、冷房運転のとき、制御装置は、高
圧側流量調整装置６を閉じ、低圧側流量調整装置７を開く。あるいは、高圧側流量調整装
置６の開度を小さく、低圧側流量調整装置７の開度を大きくする。すなわち、サブ制御部
２１は、第１流量調整装置１８を閉じ、第２流量調整装置１９を開く。あるいは、第１流
量調整装置１８の開度を小さく、第２流量調整装置１９の開度を大きくする。レシーバ５
に溜められている冷媒が排出され、循環する冷媒量が増える。
【００４０】
　暖房運転のとき、制御装置は、低圧側流量調整装置７を閉じ、高圧側流量調整装置６を
開く。あるいは、低圧側流量調整装置７の開度を小さく、高圧側流量調整装置６の開度を
大きくする。すなわち、サブ制御部２１は、第１流量調整装置１８を閉じ、第２流量調整
装置１９を開く。あるいは、第１流量調整装置１８の開度を小さく、第２流量調整装置１
９の開度を大きくする。冷媒がレシーバ５に流入して、レシーバ５に溜まり、循環する冷
媒量が減る。
【００４１】
　なお、高圧側および低圧側流量調整装置６，７の開度は、実験等により運転条件に応じ
て予め決められ、メモリに記憶されている。制御装置は、運転条件に応じた各流量調整装
置６，７の開度をメモリから読み出し、決められた開度に応じて各流量調整装置６，７を
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動作させる。
【００４２】
　リモコンからの運転停止信号を受信したとき、あるいはタイマ予約による運転停止予約
時間になったときなどにより、空調運転が停止するとき、サブ制御部２１は、メイン制御
部２０から停止信号を受信すると、各流量調整装置６，７を全開して、圧縮機１や送風機
を停止する。運転待機中、各流量調整装置６，７は、全開したままである。このとき、レ
シーバ５を含めた冷媒回路全体の圧力が均一な状態となる。
【００４３】
　ここで、空気調和機の運転中に、停電等により外部の商用電源から室内機への電源の供
給が途絶えたとき、全ての電動部品は停止する。膨張弁３や流量調整装置６，７は、動作
時の状態のまま停止する。また、電源スイッチ３２は自動的にオフになる。すなわち、停
電などにより電源の供給が突然途絶えたとき、電動部品は異常停止する。なお、空調運転
中に、リモコンによる運転停止の指示あるいは運転切りタイマによる正常な運転停止が実
行されて、室内機１０が室外機１１への電源の供給を停止する場合、室内機１０や室外機
１１の電動部品は正常停止する。
【００４４】
　そして、電源が復旧すると、室内機１０に電源が供給される。メイン制御部２０が起動
する。まずメイン制御部２０は、室外機１１の電動部品を動作させるために、電源スイッ
チ３２をオンする。室外機１１に通電が開始され、サブ制御部２１が起動する。サブ制御
部２１は、各流量調整装置６，７を開くイニシャライズを行う。
【００４５】
　各流量調整装置６，７が閉じた状態で停止していた場合、各流量調整装置６，７は全開
にされる。しかし、各流量調整装置６，７が開いた状態で停止していた場合、サブ制御部
２１は、後述のイニシャライズの要否を判断するための判断情報を収集して、イニシャラ
イズを行うか否かを決める。なお、サブ制御部２１は、膨張弁３、圧縮機１、送風機を動
作させない。また、メイン制御部２０は、ルーバなどのイニシャライズを行う。
【００４６】
　各流量調整装置６，７のイニシャライズが終了すると、サブ制御部２１は、メイン制御
部２０にイニシャライズの終了を通知し、メイン制御部２０は、電源スイッチ３２をオフ
する。室外機１１への電源の供給が停止する。室内機１０は、運転待機状態となる。
【００４７】
　各流量調整装置６，７のイニシャライズとして、同時に２つの流量調整装置６，７が開
く。これに代わり、先に低圧側流量調整装置７を開き、続いて高圧側流量調整装置６を開
いてもよい。冷房運転あるいは除霜運転中に異常停止した場合、先に第２流量調整装置１
９が開く。暖房運転中に異常停止した場合、先に第１流量調整装置１８が開く。このよう
に、先に低圧側流量調整装置７を開くことにより、レシーバ５内の冷媒が排出されやすく
なり、レシーバ５の圧力を素早く下げることができる。信頼性の面からして、これが好ま
しい。
【００４８】
　このように、停電などによって電源の供給が途絶えて、空気調和機が異常停止した後、
電源が復旧したとき、室内機１０から室外機１１に自動的に電源が供給される。そして、
流量調整装置６，７を開くイニシャライズが行われるので、レシーバ５に溜まっている冷
媒は流出可能となる。レシーバ５に冷媒が溜まった状態（特に、一杯か一杯近くまで溜ま
った状態）で電源が途絶えたとき、各流量調整装置６，７が閉じたままであると、外気温
が高くなったとき、レシーバ５内の液冷媒が液膨張したり、蒸発してガス冷媒となり、レ
シーバ５内の圧力が高まる。そのため、流量調整装置６，７に過負荷がかかって故障した
り、冷媒が漏れ出すおそれがある。しかし、電源復旧時に室外機１１に電源が供給され、
流量調整装置６，７を開くイニシャライズが行われるので、レシーバ５内の圧力が高まっ
ても冷媒はレシーバ５から排出され、冷媒回路に流れ出す。レシーバ５が高圧力になるこ
とはなく、冷媒が漏れ出すことを防止でき、室外機１１の信頼性を確保できる。なお、電
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源復旧時に室外機１１に通電するタイミングは、できるだけ早い時期にすることが好まし
い。例えば室内機１０のメイン制御部２０が、室外機１１への通電を可能な状態になった
ら、すぐに通電することが好ましい。
【００４９】
　なお、制御装置がイニシャライズの終了を確認後に室外機１１への通電を停止する代わ
りに、通電開始から所定時間経過後に、メイン制御部２０が電源スイッチ３２をオフして
もよい。この所定時間は、イニシャライズが行われる時間よりも長い時間に設定される。
所定時間経過すると、メイン制御部２０は、自動的に室外機１１への通電を停止する。こ
の所定時間の間、サブ制御部２１は各流量調整装置６，７のイニシャライズを行うととも
に、圧縮機１を動作させてもよい。圧縮機１の動作により、冷媒回路を冷媒が流れ、レシ
ーバ５において冷媒の流入および流出が生じる。あるいは、サブ制御部２１は、高圧側流
量調整装置６を閉じるか開度を小さくし、低圧側流量調整装置７を開くか開度を大きくす
るとともに、圧縮機１を動作させる。このようにして、レシーバ５に溜まる冷媒を減らす
ことができ、レシーバ５の圧力が高まることを防げる。
【００５０】
　ところで、電源が復旧したとき、すぐに運転開始の操作がされると、制御装置は、運転
を開始する。このとき、室外機１１に通電が開始され、サブ制御部２１は起動して、電動
部品を動作させる。この運転に際して、サブ制御部２１は、流量調整装置６，７を運転条
件に応じて予め決められた初期開度にする。空調運転中、流量調整装置６，７の開度が吐
出温度などに応じて調整される。
【００５１】
　このように、電源が途絶えた後、電源が復旧して、すぐに運転が開始されると、流量調
整装置６，７が動作する。そのため、流量調整装置６，７のイニシャライズは不要となる
。そこで、電源が復旧して通電が開始されてから予め決められた設定時間経過したとき、
メイン制御部２０は、空調運転中か否かをチェックし、空調運転がされていないとき、電
源スイッチ３２をオンする。室外機１１に通電が開始され、各流量調整装置６，７のイニ
シャライズが行われる。設定時間経過したとき、空調運転中の場合、制御装置は、流量調
整装置６，７のイニシャライズを行わない。これにより、流量調整装置６，７のイニシャ
ライズが必要な場合以外は、イニシャライズを省略することができる。なお、この設定時
間はできるだけ短い時間に設定することが好ましい。
【００５２】
　上記のように、電源が復旧して、通電が開始されたとき、流量調整装置６，７のイニシ
ャライズを行う必要がない場合がある。そこで、室外機１１に通電が開始されたとき、制
御装置は、流量調整装置６，７のイニシャライズの要否を判断するための判断情報に基づ
いて、イニシャライズの要否を判断して、イニシャライズを行うか否かを決める。
【００５３】
　電源が復旧すると、メイン制御部２０は、電源スイッチ３２をオンする。室外機１１に
通電が開始されると、サブ制御部２１が起動する。また、室外側センサ２４も動作可能と
なる。そこで、サブ制御部２１は、室外側センサ２４などから判断情報を収集して、判断
情報に基づいて流量調整装置６，７に対するイニシャライズの要否を判断する。イニシャ
ライズが必要な場合には、サブ制御部２１は、流量調整装置６，７のイニシャライズを行
う。
【００５４】
　収集する判断情報の１つとして、異常停止の有無があげられる。室外機１１に通電され
たとき、サブ制御部２１が起動する。そして、サブ制御部２１は、前回の運転停止が異常
停止か否かをチェックする。空調運転が正常に停止した場合、停止フラグが立ち、停止フ
ラグがメモリに記憶される。停電などによる異常停止の場合、停止フラグが立たない。サ
ブ制御部２１は、停止フラグの有無をチェックし、停止フラグがないとき、異常停止であ
ると判断して、イニシャライズを行う。停止フラグがあるとき、正常停止であると判断し
て、イニシャライズを行わない。
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【００５５】
　他の判断情報として、レシーバ５の圧力がある。レシーバ５の圧力を検出する圧力セン
サがレシーバ５に設けられる。室外機１１に通電が開始されると、圧力センサが動作して
、レシーバ５の圧力を検出する。サブ制御部２１は、圧力センサからの出力情報に基づい
て、レシーバ５の圧力が所定値より高いか低いかを判断する。所定値は、レシーバ５の耐
圧力とされる。
【００５６】
　レシーバ５の圧力が所定値以上のとき、レシーバ５内の冷媒が蒸発すると、さらに圧力
が高くなり、流量調整装置６，７に過負荷がかかって故障したり、冷媒が漏れる可能性が
増す。サブ制御部２１は、圧力が所定値以上のとき、イニシャライズが必要であると判断
して、流量調整装置６，７のイニシャライズを行う。圧力が所定値より低いとき、イニシ
ャライズが不要であると判断して、イニシャライズを行わない。レシーバ５の圧力が低い
ときは、このような可能性が低いので、イニシャライズを行わなくても空気調和機の信頼
性を維持できる。なお、イニシャライズの要否判定を行うレシーバ５の圧力の所定値は、
流量調整装置６，７に過負荷がかかって故障したり、冷媒が漏れる可能性がないように、
予め実験などから決めておくとよい。
【００５７】
　さらに、他の判断情報として、外気温がある。室外機１１に通電が開始されると、外気
温センサが動作して、外気温を検出する。サブ制御部２１は、外気温センサからの出力情
報に基づいて、外気温が所定値より高いか低いかを判断する。
【００５８】
　外気温が所定値以上のとき、レシーバ５内の冷媒が蒸発しやすく、さらに圧力が高くな
り、流量調整装置６，７に過負荷がかかって故障したり、冷媒が漏れる可能性が増す。サ
ブ制御部２１は、外気温が所定値以上のとき、イニシャライズが必要であると判断して、
流量調整装置６，７のイニシャライズを行う。外気温が所定値より低いとき、イニシャラ
イズが不要であると判断して、イニシャライズを行わない。なお、イニシャライズの要否
判定を行う外気温の所定値は、流量調整装置６，７に過負荷がかかって故障したり、冷媒
が漏れる可能性がないように、予め実験などから決めておくとよい。
【００５９】
　制御装置は、異常停止、レシーバ５の圧力、外気温のいずれかの判断情報を収集して、
イニシャライズの要否を判断する。なお、これらの判断情報のうち、２つの判断情報ある
いは３つの判断情報を組み合わせて、イニシャライズの要否を判断してもよい。
【００６０】
　以上のように、室外機１１に通電が開始されたとき、サブ制御部２１や室外側センサ２
４などの室外機１１の電動部品が動作して、流量調整装置６，７のイニシャライズの要否
が決められる。すなわち、流量調整装置６，７の動作は、直接室外機１１の信頼性を確保
するために行われるが、サブ制御部２１や室外側センサ２４といった電動部品の動作も室
外機１１の信頼性を確保するために行われるものである。
【００６１】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内で上記実施
形態に多くの修正および変更を加え得ることは勿論である。電源スイッチを室内機と室外
機との間に設けてもよい。また、電源スイッチを室外機に設けてもよい。この場合、サブ
制御部が電源スイッチを動作させる。メイン制御部からサブ制御部には、ＰｏＥ（Ｐｏｗ
ｅｒ　ｏｖｅｒ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）などを利用して、通信線を通じて電源が供給される
。停電などが復旧し、商用電源から室内機への電源の供給が再開されると、メイン制御部
からサブ制御部に電源が供給される。サブ制御部は起動して、電源スイッチを動作させる
。これにより、室内機から室外機に通電が行われる。
【００６２】
　メイン制御部が、収集された判断情報に基づいてイニシャライズの要否を決めてもよい
。通電が開始されると、サブ制御部は、各種センサなどから判断情報を収集し、判断情報
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装置のイニシャライズの要否を決め、サブ制御部にイニシャライズの要否を指示する。
【００６３】
　また、イニシャライズの要否を決めるとき、室外機に通電することなく、室内機におい
て決めてもよい。すなわち、メイン制御部は、前回の運転停止が異常停止か正常停止かを
チェックする。空調運転が正常に停止した場合、停止フラグが立ち、停止フラグがメモリ
に記憶される。停電などによる異常停止の場合、停止フラグが立たない。
【００６４】
　停電などが復旧し、商用電源から室内機への電源の供給が再開されると、メイン制御部
は、停止フラグの有無をチェックする。停止フラグがないとき、メイン制御部は、異常停
止であると判断して、室外機のイニシャライズを行うために室外機に通電する。停止フラ
グがあるとき、メイン制御部は、正常停止であると判断して、室外機に通電することなく
、室外機のイニシャライズを行わない。これにより、正常停止して、待機中に停電などに
より商用電源から室内機への電源の供給が途絶え、その後停電が復旧し、商用電源から室
内機への電源の供給が再開した際に、無駄なイニシャライズを行わなくてすむ。
【００６５】
　レシーバは、出口と入口が別々に形成された構造であるが、１つの出入口を有する構造
のレシーバであってもよい。この構造のレシーバでは、出入口に接続された１本の配管が
分岐して、上流側の連結管および下流側の連結菅にそれぞれ接続される。
【符号の説明】
【００６６】
　　　　１　　圧縮機
　　　　２　　凝縮器
　　　　３　　膨張弁
　　　　４　　蒸発器
　　　　５　　レシーバ
　　　　６　　高圧側流量調整装置
　　　　７　　低圧側流量調整装置
　　　１０　　室内機
　　　１１　　室外機
　　　１２　　四方弁
　　　１３　　室内熱交換器
　　　１４　　室外熱交換器
　　　１８　　第１流量調整装置
　　　１９　　第２流量調整装置
　　　２０　　メイン制御部
　　　２１　　サブ制御部
　　　２３　　室内側センサ
　　　２４　　室外側センサ
　　　２８　　電動部品
　　　３１　　電動部品
　　　３２　　電源スイッチ
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